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浄化センター隣接敷地のダイオキシン類の 

深度方向調査の結果について 

 

 環境局は、東尾久浄化センター隣接敷地において、表層土壌のダイオキシン類濃度が

環境基準値を超過した区画（平成２５年４月４日発表済み）において、深度方向の土壌

調査を実施してきました。 

このたび、結果が明らかになりましたので、お知らせします。 

 

１ ダイオキシン類の調査結果 

東尾久浄化センター隣接敷地において、表層土壌のダイオキシン類濃度が環

境基準値を超過した１１区画において、今後の対策内容を検討するために、ダ

イオキシン類の深度方向調査を実施し、７７検体を採取した。分析の結果、下

表のとおり１８検体で環境基準値を超過した。（基準超過検体は、別紙参照） 

調査実施日：平成２５年６月２５日から平成２５年６月２６日まで 

調査対象地 総検体数
基準超過

検体数 

最高濃度 

(pg-TEQ/g) 

環境基準値

(pg-TEQ/g)

都立尾久の原公園 ５６ １６ 
440,000 1,000 以下

東尾久運動場（多目的広場） ２１ ２ 

 

※pg（ピコグラム） 一兆分の１グラム 

※TEQ ダイオキシン類の量を、最も毒性の強い 2,3,7,8－四塩化ジベンゾ－パラ

－ジオキシンの量に換算した値 

    参考資料：ダイオキシン類とは 

 

２ 現況 

  表層土壌が環境基準値を超過した区画については、施設管理者等による当面の措置

（立入りの制限及び土壌の飛散防止措置）が継続している。 

また、その他の区画については、表層土壌が環境基準値を満たしているので、安全

が確認されている。 

 

３ 今後の対応 

都は、調査結果を踏まえ、ダイオキシン類対策特別措置法に基づき、対策地域の指

定、対策計画の策定及び対策計画に基づいた土壌汚染対策を実施していく。また、大

気中のダイオキシン類の状況を監視するため、隣地において大気中のダイオキシン類

濃度の調査を継続して実施していく。 

なお、大気環境調査の結果は、以下の環境局ＨＰで随時公表していく。 

http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/chemical/soil/information/higashiogu.html 

 問い合わせ先 

環境局環境改善部化学物質対策課 

  直通電話 ０３－５３８８－３４７３ 

参考資料２ 



 ダイオキシン類土壌調査結果 別紙

○都立尾久の原公園 単位：pg-TEQ／g

1100 3500 1800 6200 1900 1900 2600 1600

440 38000 2100 79000 1800 75 230 580

87 1700 33000 70000 90000 6400 450 130

8400 77 470 85000 440000 4700 71 550

1700 270 14 1300 120 43 1200 6.9

140 400 72 260 270 3.0 160 1.5

4.3 780 52 360 130 2.5 9.7 2.6

6.9 450 62 550 30 0.78 15 0.63

○東尾久運動場 単位：pg-TEQ／g

1400 1400 3500

5100 29 2600

19 120 670

89 2.1 11

0.12 1.8 6.1

0.27 0.0096 2.9

0.44 0.098 0.10

3.6 0 0.0021

5.0m

6.0m

1.0m

2.0m

3.0m

4.0m

　　　　　　　　 調査地点
   調査深度

表層（既往調査結果）

0.5m

　　　　　　　　 調査地点
   調査深度

表層（既往調査結果）

1.0m

2.0m

0.5m

6.0m

5.0m

3.0m

4.0m

⑧⑤ ⑥ ⑦③

⑨ ⑩ ⑪

④① ②

調査地点図 

都立尾久の原公園 

東尾久運動場 

① 

⑪ 

② 

⑩ 

⑨ ⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

環境基準（1,000pg-TEQ/g）超過 

東尾久浄化センター 


	2-①_【参考資料２】DXN・深度方向調査結果プレス
	2-②【参考資料２】別紙　深度調査結果
	都立尾久の原公園 (9)


